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本
県
水
産
業
に
深
刻
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る

。

（
３
面
に
関
連
記
事

）

　
こ
の
よ
う
な
中
で
の
Ｏ
Ｐ
Ａ

店
の
出
店
で
あ
り

、
理
事
会
で

も

「
時
期
が
悪
い

」
、

「
街
中

で
魚
は
売
れ
な
い

」
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
が
あ

っ
た

。
し
か

し

、

「
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ

県
産
魚
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し

、

県
内
消
費
を
開
拓
す
る

。

」
、

「
周
辺
飲
食
店
と
も
連
携
し
た

新
し
い
消
費
の
あ
り
方
を
提
案

す
る

。

」
、

「
伸
張
著
し
い
通

販
需
要
も
取
り
込
む

。

」
な
ど

の
前
向
き
な
意
見
が
支
持
さ
れ

た

。

　
８
月
２
８
日
に
開
催
さ
れ
た

販
売
委
員
会

（
中
根
隆
文
委
員

長

）
で
は

、
今
後
具
体
的
な
販

売
戦
略
や
収
支
計
画

、
売
場
配

置
な
ど
を
早
急
に
詰
め
て
い
く

こ
と
で
合
意
し
た

。

　
県
漁
協
は

、
お
さ
か
な
ラ
ン
ド
3
号
店

（
大
分
Ｏ
Ｐ
Ａ
店

）
の

１
０
月
３
１
日
開
店
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め
て
い
る

。
Ｏ
Ｐ
Ａ

店
の
出
店
に
つ
い
て
は

、
６
月
３
０
日
に
開
催
し
た
本
年
度
第
４

回
理
事
会
に
上
程
し

、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
交
わ
し
た
の
ち
過
半

数
の
承
認
を
得
た

。
以
降

、
販
売
委
員
会
で
具
体
化
に
向
け
検
討

し
て
い
る

。

【
㈱
Ｏ
Ｐ
Ａ

】

　
昭
和
6
3
年

（
1
9
8
8
年

）
新

神
戸
に
フ

ァ
ッ
シ

ョ
ン
ビ
ル
Ｏ
Ｐ
Ａ

を
開
店

、
平
成
2
8
年
に
は

、
イ
オ

ン
リ
テ
ー
ル
㈱
の
ビ
ブ
レ
・
フ

ォ
ー

ラ
ス
事
業
部
と
事
業
統
合

（
大
分

フ

ォ
ー
ラ
ス
含
む

）
。
現
在
は

、
関

西
・
関
東
を
中
心
に
全
国
約
3
0
の

フ

ァ
ッ
シ

ョ
ン
ビ
ル
を
展
開
す
る
イ

オ
ン
モ
ー
ル
㈱
の
1
0
0
％
子
会

社

。

大分ＯＰＡに出店へ

　
コ
ロ
ナ
渦
の
消
費
動
向
を
見
極
め

、

　
　
　
　
　
　
　
新
し
い
食
生
活
を
提
案

県、オンラインショップで食・観光の情報発信

　大分県は８月１８日、知事定例会見を行い、楽天市場に出店している公式オンライ
ンショップで買い物をした人に割引クーポンを提供すると発表した。ＩＴ大手と連携
し、県産品と観光の情報を一体的に発信、「食」の魅力を観光誘客につなげる
「Discover “Oishii” in Oita」を実施する。コロナ禍で販売不振に陥ったブランド水産
物の利用促進が期待される。

　
楽
天
市
場
に
特
設
ペ
ー
ジ
を
開
設

。
関
あ

じ
・
関
さ
ば
や
ク
ル
マ
エ
ビ
な
ど
代
表
的
な

県
産
品
を
紹
介
し

、

「
お
ん
せ
ん
県
お
お
い

た
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ョ
ッ
プ

」
で
の
購
買
に
つ

な
げ
る

。
第
１
弾
は
９
月
１
日
～
３
０
日

、

４
千
円
以
上
購
入
し
た
先
着
延
べ
５
千
人
に

そ
の
場
で
使
え
る

「
８
０
０
円
割
引
ク
ー
ポ

ン

」
を
発
行
す
る

。

（
第
２
弾
は
１
１
月
１

６
日
～
１
２
月
３
１
日

）

楽
天
と
協
力

、
ク
ー
ポ
ン
を
発
行

　
さ
ら
に

、
３
千
円
以

上
の
県
産
品
を
購
入
し

た
者
に
は

、
楽
天
ト
ラ

ベ
ル
の
対
象
施
設
に
１

組
２
名
以
上
で
１
予
約

２
万
円
以
上
の
宿
泊
を

す
る
場
合
に
使
え
る

「
県
内
宿
泊
８
千
円
割

引
ク
ー
ポ
ン

」
を
発
行

す
る

。
第
１
弾
は
１
０

月
５
日
～
来
年
1
月
１

日
で

、
先
着
５
０
組

、

第
２
弾
は
１
２
月
２
５

日
～
来
年
３
月
２
日
を

予
定
し
て
い
る

。

　
県
は

、
キ

ャ
ン
ペ
ー

ン
の
利
用
者
の
居
住
地

　
水
産
庁
は
８
月
５
日

令
和
元
年
度
の
食
料
自

給
率

（
水
産
物

）
の
概

要
を
発
表
し
た

。
重
量

ベ
ー
ス
の
自
給
率
は
食

用
魚
介
類

、
海
藻
類
と

も
に
前
年
を
３
ポ
イ
ン

ト
下
回
り

、
そ
れ
ぞ
れ

５
６
％

、
６
５
％
と

な

っ
た

。

　
食
用
魚
介
類
に
つ
い

て
は

、
国
内
生
産
量
は

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
や
カ
タ

ク
チ
イ
ワ
シ
等
の
漁
獲

量
が
増
加
し
た
も
の
の

サ
バ
類

、
サ
ン
マ
等
が

減
少
し
た
た
め
１
８
万

ト
ン
余
り
減
少
し
た

。

一
方

、
国
内
消
費
仕
向

量
は

、
輸
入
量
の
増
加

輸
出
量
の
減
少
に
よ
り

１
千
ト
ン
増
加
し

、
こ

県漁協高橋経済部長(左)､県農林水産部大友部
長(中央)　（写真提供：県農林水産部）

ＪＦ大分

発行元

大分県漁協

おさかなランド3号店

　
本
県
は

、
豊
前

海
の
干
潟
か
ら
国

東
半
島

、
深
く
湾

入
す
る
別
府
湾

、

速
吸
の
瀬
戸
を
境

に
複
雑
な
リ
ア
ス

式
海
岸
が
続
く
豊

後
水
道
ま
で

、
多

様
な
漁
場
を
有
し

様
々
な
漁
業
・
養

殖
業
が
営
ま
れ
て

い
る

。
水
揚
げ
さ

れ
る
魚
種
も
バ
ラ

エ
テ

ィ
ー
に
富
み

、
多
く
の
ブ

ラ
ン
ド
魚
を
産
出
し
て
い
る

。

魚
介
類
の
平
均
単
価
は
常
に
全

国
ト

ッ
プ
を
競
い

、
中
高
級
魚

介
類
は
都
市
圏
の
外
食
産
業
や

量
販
店

、
県
内
外
の
観
光
地
等

に
販
売
さ
れ
て
い
る

。

　
と
こ
ろ
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
と
長
期
化

は

、
我
々
の
食
生
活
を
大
き
く

変
え

、
水
産
物
の
消
費

、
流
通

を
一
変
さ
せ
た

。

「
高
級
な
魚

ほ
ど
売
れ
な
い

。

」
状
況
は

、

水産物の自給率３ポイント低下
令和元年度、食料自給率は３８％

第
１
回
抽
選
会
を
実
施

大
分
ん
う
ま
い
も
ん
を

　
食
べ
て
当
て
よ
う

　
　
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
！

　
コ
ロ
ナ
禍
で
消
費
が
落
ち
込

ん
で
い
る
外
食
向
け
県
産
食
材

の
需
要
回
復
を
図
る
こ
と
を
目

的
に

、
７
月
１
０
日
か
ら
県
が

「
大
分
ん
う
ま
い
も
ん
を
食
べ

て
当
て
よ
う
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン

」

を
行

っ
て
い
る

。
県
産
魚
や
お

お
い
た
和
牛
の
取
扱
店
４
０
０

店
舗
を
利
用
し

、
８
月
２
０
日

ま
で
に
応
募
が
あ

っ
た
４
５
１

７
件
か
ら
前
期
の
当
選
者
７
５

０
人
を
選
ん
だ

。

　
商
品
の
水
産
物
は

「
か
ぼ
す

ブ
リ
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
セ

ッ
ト

（
１
万
円
相
当

）
」
と

「
佐
賀

関
水
産
加
工
品
セ

ッ
ト

（
５
千

円
相
当

）
」
の
２
種
類

。
８
月

２
４
日
に
県
庁
で
行
わ
れ
た
抽

選
会
に
は

、
県
漁
協
か
ら
高
橋

正
興
経
済
部
長
が
出
席

。
大
友

年
代

、
性
別
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
分
析
し

、
今
後
の
電
子
商

取
引
の
強
化
や

、
食
観
光
プ
ラ

ン
の
充
実
に
つ
な
げ

、
大
分
県

の
フ

ァ
ン
を
増
や
し
て
い
く
と

し
て
い
る

。

「おんせん県おおいたオンラインショップ」の水産物

の
結
果
が
自
給
率
を
押
し
下
げ

た

。
海
藻
類
に
つ
い
て
は

、
国

内
生
産
量

、
国
内
消
費
仕
向
量

と
も
に
減
少
し
た
が

、
国
内
生

産
量
の
減
少
率
が
大
き
か

っ
た

こ
と
か
ら

、
自
給
率
も
下
降
し

た

。

　
な
お

、
農
林
水
産
省
は
同
日

カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
食
料
自
給

率
は

、
前
年
度
か
ら
１
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
３
８
％
だ

っ
た
と
発

表
し
た

。
魚
介
類
の
不
漁
に
加

え
コ
メ
の
消
費
が
減
少
し
た
一

方
で

、
小
麦
の
単
収
が
増
加
し

た
こ
と
が
要
因
と
し
て
い
る

。

過
去
最
低
で
あ

っ
た
前
年
度
を

わ
ず
か
に
上
回

っ
た
も
の
の

、

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画

に
お
け
る
令
和
１
２
年
度
目
標

４
５
％
に
対
し
て
は
依
然
と
し

て
低
い
水
準
だ

。

県
農
林
水
産
部
長
ら
と
当
選

者
を
決
め
た

。
今
後

、
9
月

３
０
日
ま
で
の
応
募
者
を
対

象
に
後
期
の
当
選
者
７
５
０

名
も
選
ば
れ
る

。

かぼすブリしゃぶしゃぶセット
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９月　９日(水) 大分市沖高島北部 シェルナース2.2型  イサキ、ブリ類、マダイ、ヒラメ、サバ類、マアジ類

９月１０日(木) 国東市国東町深江沖 シェルナース2.2型  カレイ類、メバル、マダイ、ヒラメ、スズキなど

９月１０日(木) 大分県国東市国見町伊美 シェルナースFP3.25-A型  イサキ、ブリ類、マダイ、ヒラメ、サバ類、マアジ類

９月１１日(金) 中津市豊前海地区 シェルナース4.0型  マダイ、スズキ、クロダイ、カレイ類

中津市大字田尻地先 貝藻くん  ナマコ （7/22に稚ナマコを放流）
 ヒラメ （7/14に稚魚を放流）

つ
い
て
は
数
量
管
理

、
そ
の
他

の
魚
種
に
つ
い
て
は

、
漁
獲
努

力
量
を
通
じ
た
管
理
が
行
わ
れ

る
と
想
定
さ
れ
る
が

、
詳
細
は

県
と
水
産
庁
の
間
で
詰
め
の
協

議
が
行
わ
れ
て
い
る

。

　
県
漁
協
と
し
て
は

、
対
象
魚

種
の
拡
大
や
Ｉ
Ｑ
に
つ
い
て
は

漁
業
経
営
に
十
分
に
配
慮
し
資

源
管
理
及
び
漁
業
秩
序
維
持
に

努
め
る
こ
と

。
特
に
沿
岸
漁
業

者
に
対
す
る
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
の
導

入
に
つ
い
て
は

、
充
分
な
配
慮

の
も
と
適
正
な
資
源
評
価
方
法

を
実
施
す
る
と
と
も
に

、
選
定

魚
種
の
検
討
及
び
情
報
収
集
伝

達
体
制
の
整
備
を
行
う
こ
と
を

国
や
県
に
対
し
て
求
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る

。

調 査 日 時 調 査 海 域 調 査 対 象

13:30～16:30 （H30.11月沈設、水深18ｍ）

 8:00～12:30  (H24.3月沈設、水深13.5ｍ)

（中津港）  (R2.3月沈設、水深3～5ｍ)

　
県
漁
協
は

、
９
月
９
日

か
ら
１
１
日
の
３
日
間

、

利
用
を
推
進
し
て
い
る
増

殖
礁

「
Ｊ
Ｆ
シ

ェ
ル
ナ
ー

ス

」
の
効
果
を
把
握
す
る

た
め

、
潜
水
調
査
・
環
境

調
査
な
ど
を
実
施
す
る

。

　
貝
殻
を
充
填
し
た
メ

ッ

シ

ュ
パ
イ
プ
を
組
み
立
て

て
作
ら
れ
た

「
Ｊ
Ｆ
シ

ェ

ル
ナ
ー
ス

」
は

、
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進
に
繋
が
る
と

共
に

、
微
生
物
や
さ
ま
ざ

ま
な
小
型
動
物
の
生
育
の

場
を
供
給
し
て
里
海
の
創

出
と
生
物
多
様
性
の
向
上

に
貢
献
し

、
貝
殻
の
持
つ

生
物
増
殖
機
能
が
漁
場
の

水
産
環
境
整
備
に
寄
与
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る

。

調
査
の
予
定
は
表
の
と
お

り

。

　

「
Ｊ
Ｆ
シ

ェ
ル
ナ
ー

ス

」
の
開
発
・
製
造

、
魚

礁
漁
場
調
査
を
行
う
海
洋

建
設
株
式
会
社

（
片
山
真

基
代
表
取
締
役
社
長

）
で

は

、
本
年
７
月
か
ら
日
隈

邦
夫
前
県
漁
協
専
務
理
事

が
顧
問
を
勤
め
て
い
る

。

皆
さ
ん
の
ご
支
援

、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す

。

シェルナースに集まるメバル（津久見）

対 象 魚 種

13:00～16:00  (H27.3月沈設、水深20ｍ)

 8:30～11:30 （H28.6～29.11月沈設、水深31ｍ)

「
資
源
管
理

」
の
目
指
す
も
の

　

漁
業
法
改
正
概
要

　
従
来
の
日
本
の
公
的
規
制
は

漁
船
の
隻
数
や
ト
ン
数
の
制
限

と
漁
具
等
の
制
限
を
中
心
に
行

わ
れ
て
き
た

。
し
か
し

、
漁
獲

能
力
の
向
上
に
よ
り

、
こ
れ
ら

の
管
理
手
法
の
み
で
は
水
産
資

源
が
過
剰
に
漁
獲
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る

。
今
後

は

、
水
産
資
源
の
持
続
的
な
利

用
の
確
保
に
向
け

、
漁
獲
量
自

体
を
制
限
す
る
Ｔ
Ａ
Ｃ

（
漁
獲

可
能
量

）
制
度
に
よ
る
管
理
が

基
本
と
な
る

。
た
だ
現
在
の
Ｔ

Ａ
Ｃ
対
象
魚
種
は

、
漁
獲
量
が

多
く
経
済
的
価
値
が
高
い
な
ど

の
要
件
に
該
当
す
る
マ
ア
ジ

、

マ
イ
ワ
シ

、
サ
バ
類

、
ク
ロ
マ

グ
ロ
な
ど
８
種

（
漁
獲
量
の
約

６
割

）
に
と
ど
ま
る

。
こ
の
た

め

、
漁
獲
量
等
に
か
か
わ
ら
ず

準
備
が
整

っ
た
も
の
か
ら
順
次

対
象
魚
種
を
追
加
し

、
漁
獲
量

の
８
割
を
管
理
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る

。
ま
た

、
Ｔ
Ａ
Ｃ

の
値
は

、
Ｍ
Ｓ
Ｙ

（
最
大
持
続

生
産
量

）
を
実
現
す
る
水
準
に

水
産
資
源
を
維
持
し

、
あ
る
い

は
回
復
す
る
こ
と
を
目
的
に
決

め
ら
れ
る

。

　
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
管
理
は

、
Ｉ
Ｑ

（
個
別
割
当

）
方
式
が
基
本
と

な
る

。
こ
れ
は

、
漁
獲
量
の
総

量
の
管
理
に
よ
り
行

っ
た
場
合

早
獲
り
競
争
に
陥
り
や
す
く

、

特
定
の
漁
業
者
の
採
捕
に
よ
り

他
の
漁
業
者
の
採
捕
を
停
止
す

る
な
ど
不
公
平
を
生
じ
さ
せ
る

側
面
が
あ
る
た
め

。
Ｉ
Ｑ
は

、

あ
ら
か
じ
め
個
々
の
漁
業
者
の

漁
獲
可
能
な
数
量
が
明
確
に
な

る
こ
と
か
ら
公
平
性
が
担
保
さ

れ

、
➀
無
用
な
競
争
や
海
上
で

の
ト
ラ
ブ
ル
回
避

、
➁
効
率
的

な
操
業
や
経
営
の
安
定
な
ど

、

多
面
的
な
効
果
が
あ
る
と
見
込

ま
れ
る

。
今
後

、
農
林
水
産
大

臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は

、
準

備
が
整

っ
た
管
理
区
分
か
ら
漁

獲
実
績
等
を
勘
案
し
て
船
舶
等

ご
と
に
Ｉ
Ｑ
を
設
定
す
る
制
度

を
措
置
す
る

。

　
本
県
に
関
係
す
る
T
A
C
対

象
種
は

、
令
和
2
年
8
月
現
在

す
で
に
対
象
と
な

っ
て
い
る
マ

ア
ジ

、
マ
イ
ワ
シ

、
サ
バ
類

（
マ
サ
バ
・
ゴ
マ
サ
バ

）
、
ク

ロ
マ
グ
ロ
が
想
定
さ
れ
る

。
管

理
の
手
法
は

、
ク
ロ
マ
グ
ロ
に

ＴＡＣ（漁獲可能量）
　水産資源を維持するため、魚種ごとに定めた捕獲できる総量。
　Total allowable catch、TACと略称される。

ＭＳＹ（最大持続生産量）
　魚資源は鉱物資源や石油資源とは違って，毎年新しい個体が誕生する。この資源の増加分に当たる
量だけを漁獲するのであれば資源は常にもとの量を保ち、漁業者は毎年持続的に漁獲することができ
る。この毎年持続可能な最大の漁獲量（生産量）を最大持続生産量　Maximum Sustainable Yieldといい、
MSYと略称される。
　漁業資源管理の基礎となる概念で、乱獲による資源の減少を防ぐために国連は、海洋法条約第61条で
200カイリ水域のうち排他的経済水域内における生物資源管理の目標にMSYを掲げている。

ＩＱ（個別割当）
　漁獲可能量を漁業者又は漁船ごとに割り当て、割当量を超える漁獲を禁止することによって漁獲量の
管理を行うもの。Individual Quota、ＩＱと略称される。

大分県長期漁海況予報

　大分県農林水産研究指導センター水産研究部（古川英
一部長）は、本年８月から１２月までの海況、漁況の予報を
発表した。内容は以下のとおり。

○今後の海況の見通し
　■黒潮
・都井岬～足摺岬沖では、9月までは離岸傾向で推移し、
10月以降接岸傾向で推移するでしょう。
・潮岬以東では大蛇行が継続し、その流路はＡ型（大蛇行
流路）基調で推移するものの、一時的にB型(蛇行が緩む)
になることがあるでしょう。

　■沿岸水温
・沿岸水温は「平年並」～｢やや高め｣で推移するでしょう。

○今後の漁況の見通し
　■マイワシ
・豊後水道への来遊量は、前年を上回る
でしょう。（2019年8～12月：28トン）
・8～12月は被鱗体長12～18㎝の0歳魚
（2020年生まれ）が主体となるでしょう。

　■カタクチイワシ（成魚）
・豊後水道への来遊量は、前年並～上回
るでしょう。（2019年8～12月：216トン）
・被鱗体長8㎝前後の0歳魚（2020年生まれ）
主体に1歳魚（2019年生まれ）が混じるでしょう。

　■ウルメイワシ
・豊後水道への来遊量は前年を下回る
でしょう。（2019年8～12月：1，325トン）
・8～10月は被鱗体長10～15ｃｍ前後の
0歳魚（2020年生まれ）が主体となるでしょう。

　■マアジ
・豊後水道への来遊量は前年を下回る
でしょう。（2019年8～12月：705トン）
・尾叉長15㎝前後の0歳魚（2020年生まれ）
が主体となるでしょう。

　■サバ類
・豊後水道への来遊量は、前年並でしょう。
（2019年8～12月：930トン）
・例年、期間中は尾叉長20～30㎝前後の
ゴマサバ0～1歳魚(2019～2020年生まれ)
が主体となりますが、近年はマサバの水揚
も増加しています。

詳細は、大分県農林水産研究指導センター水産研究部のホーム
ページ「長期漁海況予報」
https://www.pref.oita.jp/soshiki/15090/gyokaikyou-chouki.html

「
資
源
管
理

」
豆
知
識

増殖礁の効果調査を実施へ ”ＪＦシェルナース”



令和２年９月 水産おおいた 第１２１号

　

　キロ２５００円のオコゼが１００円まで下がった（豊後
灘）。久々に型の良いアジが揚がったが餌並みに扱
われた（県南まき網）。「高級な魚ほど売れない。」浜
から異口同音に聞こえてくる声だ。コロナ２波は県の
水産業にも深刻な影響を及ぼしている。
　都市圏の卸売市場は外食向けの需要を失い機能
不全を起こし、中高級魚の荷動きが止まった。関連業
界が発表した最新の情報を見ると、消費と流通の実
情や課題が浮き彫りになる。

コ ロ ナ 渦 の 業 界 事 情
消費のトレンドをつかめ！

堅
調
な

コ
ン
ビ
ニ

苦
戦
続
く

編
集
後
記

外
食

回
復
傾
向
に
ブ
レ
ー
キ

　
日
本
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
協
会

が
８
月
２
５
日
に
発
表
し
た
７

月
度
の
外
食
産
業
市
場
動
向
調

査
結
果
に
よ
る
と

、
７
月
前
半

は
店
内
飲
食
に
回
復
傾
向
が
み

ら
れ

、
フ

ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
な

ど
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
需
要
の
伸

び
と
あ
い
ま

っ
て

、
外
食
全
体

の
売
上
は
前
年
比
８
５
％
と

な

っ
た

。
し
か
し
月
半
ば
か
ら

は

、
東
京
・
大
阪
等
で
の
コ
ロ

ナ
感
染
の
再
拡
大
や

、
小
中
学

校
の
夏
休
み
の
短
縮

、
西
日
本

等
を
中
心
と
し
た
長
雨
な
ど
が

客
足
に
影
響
し

、
多
く
の
業
態

で
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る

。

　
ま
た

、
立
地
・
業
態
間
で
回

復
の
ば
ら
つ
き
が
あ
り

、
住
宅

地
に
近
い

「
郊
外
立
地

」
の
店

舗
は
比
較
的
回
復
の
一
方

、

「
繁
華
街
立
地

」
の
店
舗
は
苦

戦
が
続
い
て
い
る

。
さ
ら
に

、

飲
酒
を
伴
う
業
態
で
は
他
業
態

よ
り
回
復
が
遅
く

（
パ
ブ
・
居

酒
屋
前
年
比
４
７
・
２
％

、

デ

ィ
ナ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
６
５
・

５
％

）
、
月
の
後
半
に
は
客
数

の
前
年
比
が
再
び
降
下
し
始
め

る
な
ど

、
回
復
へ
の
道
の
り
は

ま
だ
遠
い

。

　
８
月
２
０
日

、
日
本
フ
ラ
ン

チ

ャ
イ
ズ
チ

ェ
ー
ン
協
会
は
７

月
度
の
Ｊ
Ｆ
Ａ
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
統
計
調
査
月
報
を
発

表
し
た

。
梅
雨
明
け
の
遅
れ
や

降
水
量
が
多
か

っ
た
こ
と
に
加

え

、
在
宅
勤
務
や
外
出
自
粛
等

が
続
い
た
こ
と
が
来
店
客
数
に

影
響
を
及
ぼ
し

、
売
上
高
が
前

年
を
下
回
る
結
果
と
な

っ
た

。

来
店
客
数

、
店
舗
売
上
高
と
も

に
５

ヶ
月
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
と

な

っ
た

。
一
方

、
カ

ッ
ト
野
菜

等
の
生
鮮
食
品

、
冷
凍
食
品

、

酒
類

、
マ
ス
ク
等
の
衛
生
用
品

等
が
好
調
だ

っ
た
こ
と
か
ら

、

客
単
価
は
前
年
を
上
回
り

、
１

０

ヶ
月
連
続
の
プ
ラ
ス
と
な

っ

た

。

　
ま
た

、
日
本
経
済
新
聞
が
ま

と
め
た
昨
年
度
の
コ
ン
ビ
ニ
調

査
で
は

、
店
舗
数
が
昭
和
５
６

年
度
以
降
で
初
め
て
前
年
度
を

割
り
込
み

、
売
上
高
伸
び
率
は

過
去
１
０
年
で
最
低
だ

っ
た

。

大
手
各
社
は
事
業
構
造
の
転
換

に
動
く
と
し
て
い
る

。

　
１
面
に
販
売
関
係

、
２
面
に

水
産
資
源

、
そ
し
て
３
面
に
コ

ロ
ナ
禍
の
業
界
事
情
を
紹
介
し

た

。
出
典
を
明
記
し
た
業
界
資

料
は
毎
月
更
新
さ
れ

、
ネ

ッ
ト

上
で
容
易
に
確
認
で
き
る

。
コ

ロ
ナ
禍
の
不
確
か
な
消
費
動
向

を
読
み
解
く
指
標
の
ひ
と
つ
で

あ
ろ
う

。

　
年
末
・
年
始
は
海
外
脱
出
の

常
連
が
国
内
に
留
ま
り

、
高
級

食
材
の
消
費
を
支
え
る
か
も
知

れ
な
い

。
大
分
Ｏ
Ｐ
Ａ
店
を
そ

の
受
け
皿
に
し
た
い
も
の
だ

。

食
品
ス
ー
パ
ー

　
食
品
ス
ー
パ
ー
３
団
体
が
合

同
集
計
し
て
８
月
２
１
日
に
公

表
し
た
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト

販
売
統
計
調
査
に
よ
る
と

、
７

月
の
総
売
上
高
は
前
年
同
月
比

６
・
８
％
増
の
９
４
９
８
億
円

う
ち
水
産
物
は
同
１
１
・
４
％

増
の
８
８
６
億
円
と
な

っ
た

。

緊
急
事
態
宣
言
中
に
比
べ
る
と

伸
び
は
鈍
化
し
た
が

、
調
理
用

食
材
を
中
心
に
堅
調
な
販
売
を

続
け
て
い
る

。

　
買
物
頻
度
の
抑
制
に
よ
り
来

客
数
は
低
下
し
た
が

、
堅
調
な

家
庭
内
食
品
需
要
に
よ
る
買
い

上
げ
点
数
の
増
加
や
青
果
相
場

の
高
騰
を
追
い
風
に
客
単
価
は

高
水
準
を
維
持
し
た

。
ま
た

、

特
売
の
自
粛
に
よ
り
販
売
価
格

が
二
桁
プ
ラ
ス
を
維
持
し
た
こ

と
も
支
え
と
な

っ
た

。
カ
テ
ゴ

リ
ー
別
で
は

、
中
食
需
要
の
減

少
に
加
え

、
行
楽
や
行
事
の
中

止

、
バ
ラ
売
り
販
売
の
自
粛
の

影
響
が
残
る
惣
菜
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
み
が
マ
イ
ナ
ス

、
他
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
は
大
幅
な
プ
ラ
ス
と

な

っ
た

。

　
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
も
引

き
続
き
食
品
需
要
は
高
い
状
況

が
続
い
て
い
る
が

、
感
染
拡
大

の
収
束
時
期
が
見
通
せ
な
い
状

況
が
続
く
な
か
で

、

「
イ
ベ
ン

ト
や
旅
行
な
ど
に
代
わ
る
楽
し

さ
の
提
供
を

、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ

ッ
ト
が
担
う
こ
と
も
期
待
さ

れ
る

。
長
期
化
を
見
据
え
て
家

庭
内
食
品
消
費
需
要
の
定
着
を

目
指
す
取
り
組
み
を
期
待
し
た

い

。

」
と
し
て
い
る

。

　

「
巣
ご
も
り
需
要

」
に
支
え

ら
れ

、
食
品
の
宅
配
は
好
調
が

続
い
て
い
る

。
主
力
で
あ
る
日

本
生
活
協
同
組
合
連
合
会
が
ま

と
め
８
月
２
１
日
に
報
告
し
た

全
国
６
５
主
要
地
域
生
協
の
7

月
度
の
供
給
高

（
売
上
高

）
の

速
報
は
６

ヶ
月
連
続
で
前
年
超

過
と
な

っ
た

。

　
総
供
給
高
の
内
訳
を
見
る
と

店
舗
が
前
年
同
月
比
８
・
１
％

増
の
８
０
０
億
円

、
宅
配
が
１

５
・
７
％
の
１
６
６
３
億
円
で

両
業
態
と
も
に
前
年
超
過
で
あ

る

。
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観

点
か
ら

、
非
接
触
型
の
購
入
手

段
が
支
持
さ
れ
て
い
る

。

　
店
舗
の
分
類
別
で
は

、
前
月

と
同
様
の
傾
向
に
あ
り
全
て
の

分
類
で
伸
長

、
相
場
の
影
響
か

ら
特
に
農
産
品
が
伸
長
し
た

。

宅
配
の
分
類
別
で
は

、
前
月
に

比
べ
て
伸
長
率
は
減
少
傾
向
に

あ
る
も
の
の
前
年
度
と
の
比
較

で
は
全
て
の
分
類
で
伸
長

、
店

舗
同
様

、
相
場
の
影
響
か
ら
特

に
農
産
品
が
伸
長
し
た

。

宅
配

好
調
続
く

県漁協　どう進むか　
コ
ロ
ナ
渦
が
長
引
け
ば

、
こ

の
半
年
の
間
に
大
き
く
様
変
わ

り
し
た
消
費

、
流
通
が
常
態
化

す
る
可
能
性
が
あ
る

。
極
端
に

言
え
ば

、
都
市
部
の
飲
食
店

、

レ
ス
ト
ラ
ン
の
大
量
閉
店

、
コ

ン
ビ
ニ
の
品
揃
変
化

、
食
品

ス
ー
パ
ー
の
躍
進

、
通
販
・
宅

配
の
基
盤
強
化
が
一
気
に
進
む

だ
ろ
う

。

　
こ
の
よ
う
な
中

、
県
漁
協
は

ど
の
よ
う
に
組
合
員
の
生
産
を

支
え
て
い
く
か

。
Ｏ
Ｐ
Ａ
に
出

店
す
る

「
お
さ
か
な
ラ
ン
ド

」

（
１
面
参
照

）
で
の
多
角
的
な

販
売
戦
略

、
オ
ン
ラ
イ
ン
市
場

の
可
能
性
も
含
め
検
討
を
進
め

時
代
の
ト
レ
ン
ド
に
対
応
し
て

い
き
た
い

。


